




















































語詩の最高峰に君臨しているのが、一四世紀 詩人ハーフィズである。ルーミーが心からの情熱的なほとばしりで言葉を吐露したのに対し、ハーフィズはサ ディー同様、文学という芸術た 「詩そ 」を語らんとして五百篇弱
の見事な抒情詩を詠んだ。その邦訳がハーフィズ著『ハーフィズ詩集』
（黒柳恒男訳、平凡社〈東洋文庫二九九〉 、一九七六
年一二月）
である。だが、決して訳者の技量の問題ではなく、
やはりペルシア語の音の醸し出す空気感や心地よさ 残念ながら伝わってはこないのである。
紙幅の関係上、この場でこのプラスアルファを創出する
ペルシア詩の韻律や音楽性について詳解することはできないが、ペルシア語を専攻すべく入学した新入生をはじめ、ペルシア語に興味を抱いた方々には、遠からぬ将来にこの高揚感を是非とも直接味わい、その価値を知る貴重な機会を手にしてほしいと切に願う次第である。
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文献案内アッタール『鳥の言葉――ペルシア神秘主義比喩物語 』黒柳恒男訳、平
凡社（東洋文庫） 、二〇一二年
『ルーミー語録』井筒俊彦訳、岩波書店、一九七八年『ハーフィズ詩集』黒柳恒男訳、平凡社（東洋文庫） 、一九七六年
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